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X線吸収分光による LaCo1-xRhxO3の電子構造の研究 

Electronic structures of LaCo1-xRhxO3 studied by x-ray absorption spectroscopy 
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1   はじめに 

ペロブスカイト構造を持つ LaCoO3 は高スピン状

態（S=2）、低スピン状態(S=0)、さらに室温付近で

みられる S=1 のスピン状態のように多様なスピン状

態をとることで知られており盛んに研究されている。 

近年、LaCo1-xRhxO3 バルク試料において低温で弱
強磁性秩序が現れることが報告された[1]。低温にお
いてエンド物質である LaCoO3と LaRhO3ではどちら
も非磁性であるにもかかわらず、その混晶物質にお
いて弱強磁性が出現することはとても興味深い現象
である。 

以前、我々は X 線吸収分光(XAS)による LaCo1-

xRhxO3 (x = 0 ~ 0.8)の室温における Co L2,3吸収端の
スペクトルについて報告した[2]。本研究では、前回
の結果に加えて、温度変化を測定することにより、
電子状態の観点から LaCo1-xRhxO3 にて出現する弱強
磁性の機構の解明を目指した。 

2   実験 

高エネルギー加速器研究機構のフォトンファクト
リーにて固相反応法により作成された多結晶試料
LaCo1-xRhxO3の X線吸収分光実験を行った。Rhにつ
いては BL-11B で全電子収量法により L2,3吸収端(2p

→4d)、Co については BL-16A にて蛍光収量法を用
い、検出器として Photodiode を使用し L2,3吸収端(2p

→3d)、さらに透過法により K 吸収端(1s→4p)、酸素
については同様な蛍光収量法により K 吸収端(1s→
2p)を用いて測定を行った。 

3   結果および考察 

XAS の実験結果から LaCo1-xRhxO3の Rh, Co イオ

ンはそれぞれ 3価のまま低温でも変化せず、Coのス

ピン状態のみが変化する結果が得られた。磁化率の

解析をベースとして XAS を解釈すると図１のよう

な Co
3+のスピン状態の相図が推測できることが分か

った。Co
3+のスピン状態は Rh の濃度が増えるとク

ロスオーバー的に変化し、さらに低温で S=1 の状態

が安定な場合に弱強磁性を出現させるのではないか

と考えられる。ただし、これは中間スピン状態を示

唆する結果ではなくその点については未解明である。 

 

図１：磁化率と XAS測定から推察される 300 K以

下での LaCo1-xRhxO3の Co
3+のスピン状態のポンチ絵 

4   まとめ 

我々は XAS 測定から LaCo1-xRhxO3 の電子状態に
ついての研究を行った。XAS と磁化測定の結果から
Rh 置換により Co

3+のスピン状態が大きく変化する
様子が観測され、Co

3+の S=1 のスピン状態と弱強磁
性の関連性が示唆される結果を得た。 
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